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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒートマップを生成する方法であって、
　第１の電子デバイスにおいて、コンテンツアイテムの複数の区間のうちの第１の区間に
関連付けられた第１の情報を受け取ること、
　第１の情報と関係する少なくとも１つの第１の概念を決定すること、
　少なくとも１つのターゲットコンテンツ特性を受け取ること、
　少なくとも１つのターゲットコンテンツ特性と関係する少なくとも１つの第２の概念を
決定すること、ならびに
　第１の概念および第２の概念に基づいて第１の区間の第１の温度を決定することであっ
て、第１の温度が、第１の概念と第２の概念との間の類似性の尺度を表す、決定すること
を含み、
　コンテンツアイテムの複数の区間のうちの第２の区間に関連付けられた第２の情報を受
け取ること、
　第２の情報と関係する少なくとも１つの第３の概念を決定すること、
　第２の概念および第３の概念に基づいて第２の区間の第２の温度を決定すること、なら
びに
　第１の温度に基づいて、ディスプレイデバイスの少なくとも１つのスクロール特性を決
定すること
をさらに含む、方法。
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【請求項２】
　少なくとも１つの第１の概念を表す少なくとも１つの第１の意味クラウドを生成するこ
と、
　少なくとも１つの第２の概念を表す少なくとも第２の意味クラウドを生成すること、な
らびに
　少なくとも１つの第３の概念を表す少なくとも１つの第３の意味クラウドを生成するこ
とをさらに含み、
　第１の温度を決定することが、第１の意味クラウドおよび第２の意味クラウドに基づい
て第１の温度を決定することを含み、
　第２の温度を決定することが、第２の意味クラウドおよび第３の意味クラウドに基づい
て第２の温度を決定することを含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　第１の区間と第２の区間が隣接し、さらに
　少なくとも１つのスクロール特性を決定することが、スクロール特性を第１の温度と第
２の温度の両方の関数として決定することを含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　第１の電子デバイスによる、第１の温度、第２の温度、第１の区間、および第２の区間
の間のマッピングをディスプレイデバイスに送ることをさらに含み、
　ディスプレイデバイスが、第１の電子デバイスの一部ではない、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　第２の温度に基づいて少なくとも１つのスクロール特性を決定することをさらに含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　第１の区間の少なくとも一部分をユーザに表示することをさらに含み、
　少なくとも１つのスクロール特性を決定することが、第１の区間の少なくとも一部分を
ユーザに表示するより前および表示している間のいずれかに、第１の温度に基づいて、デ
ィスプレイデバイスのスクロール速度とブレーキ率のうちのうちの少なくとも一方を増加
させること、低減すること、および維持することのうちの１つを含む、
請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　第１の区間の少なくとも一部分を表示することと同時に第２の区間の少なくとも一部分
をユーザに表示することをさらに含み、
　少なくとも１つのスクロール特性を決定することが、第２の区間の少なくとも一部分を
表示するより前および表示している間のいずれかに、第１の温度および第２の温度に基づ
いて、スクロール速度とブレーキ率のうちの少なくとも一方を決定することを含む、
請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　スクロール速度とブレーキ率のうちの少なくとも一方が、スクロール速度とブレーキ率
の両方を含み、
　スクロール速度の大きさが、第１の温度の大きさに反比例し、
　ブレーキのかかる大きさが、第１の温度の大きさに比例する、
請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　少なくとも１つの第１の概念が、コンテンツアイテムのテキスト検索を使用して探し出
されることが可能でなく、
　少なくとも１つの第２の概念を決定することが、コンテキストに関するコンテンツアイ
テムを使用することを含む、
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請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　第１の情報および第２の情報が、コンテンツアイテムに基づく、共有されるユーザによ
って生成されたコンテンツ（ＵＧＣ）を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　コンテンツアイテムが、電子書籍、文書リスト、ビデオ、およびウェブサイトのリスト
のうちの１つである、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　コンテンツアイテムが電子書籍であり、
　第１の情報および第２の情報がそれぞれ、少なくとも１つの注釈を含み、
　第１の区間および第２の区間が、電子書籍の章である、
請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　第１の情報を受け取ることが、複数の離散的な第１の情報を受け取ることを含み、
　第１の意味クラウドを生成することが、複数の第１の意味クラウドを生成することを含
み、
　第１の区間の第１の温度を決定することが、複数の第１の意味概念クラウドおよび第２
の意味クラウドに基づいて、第１の温度を決定することを含む、
請求項２に記載の方法。
【請求項１４】
　コンテンツディスプレイデバイスによる、コンテンツアイテムに基づく複数の第１の概
念とユーザ目標に基づく少なくとも１つの第２の概念との間の相関重みのヒートマップに
基づいて、少なくとも１つのスクロール特性を変えることを含み、
　複数の第１の概念が、コンテンツアイテムについての情報に基づき、
　情報が、少なくとも１つの注釈を含み、
　少なくとも１つのスクロール特性が、ブレーキ率であり、
　ディスプレイデバイスが、フリックアンドブレーキ型ディスプレイデバイスであり、
　第１の概念と第２の概念との間の類似性が高いほど、ブレーキが大きくかかる、
スクロール方法。
【請求項１５】
　コンテンツディスプレイデバイスによる、コンテンツアイテムに基づく複数の第１の概
念とユーザ目標に基づく少なくとも１つの第２の概念との間の相関重みのヒートマップに
基づいて、少なくとも１つのスクロール特性を変えることを含み、
　コンテンツアイテムが、複数のコンテンツ区間に分割され、
　相関重みのそれぞれが、コンテンツ区間のうちの１つに関連付けられ、
　少なくとも１つのスクロール特性を変えることが、コンテンツ区間のうちの表示される
区間に応じて、スクロール特性を増加させること、低減すること、および維持することの
うちの１つを含む、
スクロール方法。
【請求項１６】
　複数の相関重みが、複数のコンテンツ区間のうちの２つ以上の区間の各区間に関連付け
られ、
　ヒートマップが、複数の相関重みの各重みの合計を含む区間ヒートマップである、
請求項１５に記載のスクロール方法。
【請求項１７】
　少なくとも１つのスクロール特性が、フリック効率であり、
　ディスプレイデバイスが、フリックアンドブレーキ型ディスプレイデバイスであり、
　フリック効率が、増加する関数重みの関数として低下する、
請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
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　ユーザ目標を入力するようユーザを促すことをさらに含む、
請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　インターフェースと、
　　コンテンツアイテムの複数の区間に関連付けられた情報を受け取り、
　　第１の概念を情報に関連付けることによって、第１の概念を表す第１の概念クラウド
を生成し、
　　第１の概念クラウドを区間ごとにグループ化し、
　　少なくとも１つのターゲットコンテンツ特性を受け取り、
　　少なくとも１つの第２の概念を少なくとも１つのターゲットコンテンツ特性に関連付
けることによって、少なくとも１つの第２の概念を表す少なくとも１つの第２の概念クラ
ウドを生成し、
　　区間のそれぞれに、区間のそれぞれに関連付けられたグループ化された第１の概念ク
ラウドと少なくとも１つの第２の概念クラウドの間の類似性を決定することによって、区
間温度を割り当てる
　ように構成された意味ヒートマップモジュールと
を備える、サーバ。
【請求項２０】
　リーディングモジュールと、
　コンテンツアイテムに基づく複数の第１の概念とユーザ目標に基づく少なくとも１つの
第２の概念との間の重み付けされた相関のヒートマップに基づいて、ディスプレイデバイ
スの少なくとも１つのスクロール特性を変えるように構成されたブレーキモジュールと、
　入出力デバイスと
を備え、
　複数の第１の概念が、コンテンツアイテムについての情報に基づき、
　情報が、少なくとも１つの注釈を含み、
　少なくとも１つのスクロール特性が、ブレーキ率であり、
　ディスプレイデバイスが、フリックアンドブレーキ型ディスプレイデバイスであり、
　第１の概念と第２の概念との間の類似性が高いほど、ブレーキが大きくかかる、ディス
プレイデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　例示的な実施形態が、サーバ、ディスプレイデバイス、およびヒートマップを生成する
方法に関し、より詳細には、コンテンツ注釈に基づいてスクロール特性を決定する意味シ
ステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子書籍などの電子文書を読むためのモバイルリーディングデバイスは、普及しており
、電子リーディング装置（ｅ－リーダ）が汎用の電子デバイスに組み込まれるにつれ、さ
らにいっそう普及しつつある。例えば、モバイル電話機が、組み込まれたリーディングア
プリケーションを含み始めている。
【０００３】
　ウェブサーフィンと同様に、電子読取り（ｅ－リーディング）は、余暇的活動のみなら
ず、ときとして、文書の特定の部分を検索すること、または特定のリーディング目的で文
書を走査することが必要である。そのようなリーディング活動を要求する文書の例には、
法的文書または学習参考書が含まれる（が、それらに限定されない）。
【０００４】
　電子文書を操作するため、およびブラウズするための多くのソリューションが、今日、
存在する。例えば、ほとんどのリーディングデバイスが、ユーザがいくつかの文字を特定
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の順序（文字列）で入力することができ、検索機能が、その文字列を含む文書の部分にそ
のユーザを移動させる、一般的なテキスト検索を提供する。文書の中の文字列のすべての
インスタンスをハイライトする検索を含む、単純なテキスト検索の変形が存在する。
【０００５】
　別の例として、電子デバイスが、しばしば、文書ナビゲーションを円滑にする入力デバ
イスに接続される。これらの電子デバイスは、例えば、オブジェクトを選択するのに使用
されるマウスボタンと、文書をスクロールするのに使用されるマウスホイールとを含み得
る。
【０００６】
　最近、タッチセンシティブ面（例えば、タッチスクリーン）が利用可能になっている。
タッチセンシティブ面は、文書と対話するための新たな能力とともに、いくつかの限界も
もたらす。例えば、タッチスクリーンを含むテーブルトップおよびスマートフォンは、通
常、マウスボタンおよびマウスホイールの均等物を有さない。これらの限界は、新たな対
話技法によって克服される。
【０００７】
　例えば、一部のソリューションは、新たな対話を文書の振舞いに関連付けることに着目
しており、すなわち、傾斜、加速、および親指押圧などが、スクロールすること、開くこ
と、または閉じることに関連付けられる。例えば、押圧が、キー上の異なる文字に関して
、さらに押圧が大文字切り換えを可能にする仮想キーボードに関して、異なる押圧レベル
を用いて、テキスト入力に関してマルチタップの代替の役割をすることが可能である。さ
らに、押圧が、片手の連続的なスクロールを円滑にすることが可能である。タッチスクリ
ーンの一部分において押圧しきい値を超えると、コンテンツが、上方または下方にスクロ
ールし始め、その方向は、微細な親指ジェスチャによって調整可能である。
【０００８】
　他の対話技法には、従来のユーザ対話の代わりをするスワイプジェスチャ、フリックジ
ェスチャ、またはピンチジェスチャが含まれる。例えば、フリックジェスチャは、一般に
、タッチセンシティブ面上に表示されている文書をスクロールするために提案される。フ
リックすることの一般的な実装形態には、キネティックスクロールが関与し、すなわち、
グラフィカルなオブジェクト、例えば、リストが、ユーザによって隠喩的に投げられると
、システムは、慣性（その物体が動きつづける）、および摩擦（速度が徐々に低下して静
止に至る）をシミュレートする。この減速は、システムによって自動的に制御される。
【０００９】
　フリックアンドブレーキスクロールは、画面上を指で押すことによって、ユーザにこの
減速を制御させるキネティックスクロールの変形であり、現実世界の物理学と同様に、押
圧が強いほど、減速も強い。様々なタイプのフリックアンドブレーキスクロールが提案さ
れている。
【００１０】
　電子文書の到来とともに、文書操作と関係のない他のタイプのユーザ活動も進化してき
ている。過去には、従来の紙の文書を読む際、一部の読者は、文書の節に注釈をつけた。
注釈は、任意の形態のテキストを読みながら行われるメモである。例えば、ハイライト、
ブックマーク、訂正、メモ、描画、下線を引くこと、および短いコメントはすべて、注釈
のタイプである。
【００１１】
　紙の注釈に類似する最近のものには、電子注釈、およびタグなどが含まれる。電子注釈
は、しばしば、ユーザによって生成されるコンテンツであるが、必ずしもそうであるわけ
ではない。例えば、読者のソーシャルネットワークが、電子文書に注釈を付けることが可
能であり、それらの注釈が、サーバ上に一元的に格納され得る。ソーシャルネットワーク
の各メンバは、ソーシャルネットワークの他のメンバによって生成されたコンテンツにア
クセスすることが可能である。非ユーザによって生成されたコンテンツには、例えば、電
子書籍出版社によって生成された注釈が含まれ得る。
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【００１２】
　文書を操作し、ブラウズし、さらにユーザによって生成されたコンテンツを提供するよ
うにする多くの方法が、従来の技術において使用されている。これらの方法には、特定の
コンテキスト（場所、活動）または特定のコンテンツに対応しないユーザ対話およびユー
ザ目標が関与する。例えば、ユーザは、文字列を検索することができるが、ユーザは、文
学技法を検索することはできない。検索不能な文学技法の例が、皮肉である。皮肉は、文
字通りの意味以外の、ときとして、そのような意味とは逆の何か、または一連の出来事の
実際の結果と通常の結果もしくは予期される結果との間の不似合を表す語の用法を指す場
合がある。皮肉は、コンテキスト依存であり、検出するのに主題分析を要求するため、従
来は検索可能ではない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　例示的な実施形態は、従来は検索不能な主題を含め、ユーザ目標に基づいてユーザ対話
パラメータを決定する方法を含む。
【００１４】
　例えば、例示的な実施形態が、ユーザ目標を概念に関連付けること、電子書籍と関係す
るユーザによって生成されたコンテンツを文書区間（例えば、段落）に関連付けること、
および区間ごとにユーザ目標概念とユーザによって生成されたコンテンツ概念との間の類
似度をマップするヒートマップを生成することによって、電子文書のスクロール特性を決
定することを含む。ユーザ目標概念とユーザによって生成されたコンテンツ概念との間に
相対的に強い尺度の類似性が存在する文書区間は、「熱い」のに対して、弱い尺度の類似
性が存在する区間は、「冷たい」。
【００１５】
　電子リーディング装置によって表示されている電子文書のスクロール特性は、ヒートマ
ップに基づいて段落ごとに異なり得る。例えば、段落に関して検索概念とユーザによって
生成されたコンテンツ概念との間の類似性が大きいほど（その段落が「熱いほど」）、そ
の段落のスクロールの速度は、遅い。したがって、ユーザは、電子文書の中で特定のコン
テキストまたは特定のコンテンツを探して、文書をスクロールすることができる。ユーザ
の注意が、電子文書を表示している電子リーディング装置の対話パラメータの変化によっ
て、そのコンテキストまたはそのコンテンツと関係する電子文書の部分に向くようにされ
得る。例えば、電子文書スクロールが、「熱い」段落が表示される際、遅くなることが可
能である。
【００１６】
　例示的な実施形態によれば、ヒートマップを生成する方法が、第１の電子デバイスにお
いて、コンテンツアイテムの複数の区間のうちの第１の区間に関連付けられた第１の情報
を受け取ること、第１の情報と関係する少なくとも１つの第１の概念を決定すること、少
なくとも１つのターゲットコンテンツ特性を受け取ること、少なくとも１つのターゲット
コンテンツ特性と関係する少なくとも１つの第２の概念を決定すること、ならびに第１の
概念および第２の概念に基づいて第１の区間の第１の温度を決定することであって、第１
の温度が、第１の概念と第２の概念との間の類似性の尺度を表す、決定することを含む。
【００１７】
　別の例示的な実施形態によれば、スクロール方法が、コンテンツディスプレイデバイス
による、コンテンツアイテムに基づく複数の第１の概念とユーザ目標に基づく少なくとも
１つの第２の概念との間の相関重みのヒートマップに基づいて、少なくとも１つのスクロ
ール特性を変えることを含む。
【００１８】
　さらなる例示的な実施形態によれば、サーバが、インターフェースと、コンテンツアイ
テムの複数の区間に関連付けられた情報を受け取り、第１の概念をその情報に関連付ける
ことによって、第１の概念を表す第１の概念クラウドを生成し、第１の概念クラウドを区
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間ごとにグループ化し、少なくとも１つのターゲットコンテンツ特性を受け取り、少なく
とも１つの第２の概念を少なくとも１つのターゲットコンテンツ特性に関連付けることに
よって、少なくとも１つの第２の概念を表す少なくとも１つの第２の概念クラウドを生成
し、さらにそれらの区間のそれぞれに、それらの区間のそれぞれに関連付けられたグルー
プ化された第１の概念クラウドと少なくとも１つの第２の概念クラウドとの間の類似性を
決定することによって、区間温度を割り当てるように構成された意味ヒートマップモジュ
ールとを含む。
【００１９】
　さらに別の例示的な実施形態によれば、ディスプレイデバイスが、リーディングモジュ
ールと、コンテンツアイテムに基づく複数の第１の概念とユーザ目標に基づく少なくとも
１つの第２の概念との間の重み付けされた相関のヒートマップに基づいて、ディスプレイ
デバイスの少なくとも１つのスクロール特性を変えるように構成されたブレーキモジュー
ルと、入出力デバイスとを含む。
【００２０】
　本発明は、本明細書の後段で与えられる詳細な説明、および添付の図面からより完全に
理解される。単に例示として与えられ、したがって、本発明を限定するものではないそれ
らの図面において、同様の要素は、同様の参照符号で表される。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】例示的な実施形態による意味システムを示すブロック図である。
【図２】例示的な実施形態によるヒートマップを生成する方法を示す流れ図である。
【図３Ａ】例示的な実施形態によるヒートマップを使用する方法を示す流れ図である。
【図３Ｂ】例示的な実施形態によるヒートマップを使用する方法を示す流れ図である。
【図３Ｃ】例示的な実施形態によるヒートマップを使用する方法を示す流れ図である。
【図３Ｄ】例示的な実施形態によるヒートマップを使用する方法を示す流れ図である。
【図４】例示的な実施形態による電子書籍ヒートマップを生成する方法を示す流れ図であ
る。
【図５】例示的な実施形態によるスクロール方法を示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　これらの図は、いくつかの例示的な実施形態において利用される方法、構造、および／
または材料の概括的な特徴を例示すること、ならびに後段で与えられる書面の説明を補足
することを意図していることに留意されたい。しかし、これらの図面は、一律の縮尺に従
ってはおらず、いずれの所与の実施形態の厳密な構造上および性能上の特徴を厳密に反映
することもない可能性があり、例示的な実施形態によって包含される値または特性の範囲
を規定するものとしても、限定するものとしても解釈されるべきではない。例えば、分子
、層、領域、および／または構造上の要素の相対的な厚さならびに位置付けが、明瞭にす
るために縮小されている、または誇張されている可能性がある。様々な図面における同様
の、または同一の参照符号の使用は、同様の、または同一の要素または特徴の存在を示す
ことを意図している。
【００２３】
　例示的な実施形態は、様々な変形形態および代替形態が可能であるが、本発明の実施形
態は、例として図面に示され、本明細書で詳細に説明される。しかし、例示的な実施形態
を、開示される特定の形態に限定する意図は全くなく、それどころか、例示的な実施形態
は、特許請求の範囲に含まれるすべての変形形態、均等形態、および代替形態を範囲に含
むものとされることを理解されたい。同様の参照符号は、これらの図の説明の全体にわた
って同様の要素を指す。
【００２４】
　例示的な実施形態をより詳細に説明する前に、一部の例示的な実施形態は、流れ図とし
て示されるプロセスまたは方法として説明されることに留意されたい。それらの流れ図は
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、動作を順次のプロセスとして説明するものの、これらの動作の多くは、並行に、同時並
行で、または同時に実行されてもよい。さらに、動作の順序は、並べ替えられてもよい。
これらのプロセスは、プロセスの動作が完了すると、終了され得るが、図に含められてい
ないさらなるステップを有してもよい。これらのプロセスは、メソッド、関数、プロシー
ジャ、サブルーチン、サブプログラムなどに対応することが可能である。
【００２５】
　流れ図でいくつかが例示される、後段で説明される方法は、ハードウェア、ソフトウェ
ア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語、またはそ
れらの任意の組合せで実施され得る。ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、ま
たはマイクロコードで実施される場合、必要なタスクを実行するプログラムコードまたは
コードセグメントは、記憶媒体などのマシン可読媒体またはコンピュータ可読媒体の中に
格納され得る。プロセッサが、それらの必要なタスクを実行することが可能である。
【００２６】
　本明細書で開示される特定の構造上および機能上の詳細は、単に、本発明の例示的な実
施形態を説明する目的で表しているにすぎない。しかし、本発明は、多くの代替形態で実
施されることが可能であり、本明細書で説明される実施形態だけに限定されるものと解釈
されるべきではない。
【００２７】
　「第１の」、「第２の」などの用語が、様々な要素を記述するのに本明細書で使用され
得るものの、これらの要素は、これらの用語によって限定されるものではないことを理解
されたい。これらの用語は、単に、１つの要素を別の要素から区別するように使用される
にすぎない。例示的な実施形態の範囲を逸脱することなく、例えば、第１の要素が、第２
の要素と呼ばれることも可能であり、同様に、第２の要素が第１の要素と呼ばれることも
可能である。本明細書における用法で、「および／または」という用語には、リストアッ
プされる関連する用語のうちの１つまたは複数の用語のいずれか、およびそのような用語
のあらゆるすべての組合せが含まれる。
【００２８】
　ある要素が別の要素に「接続」されている、または「結合」されていると記載される場
合、その要素は、その別の要素に直接に接続されている、または結合されていることが可
能であり、あるいは介在する要素が存在してもよいことを理解されたい。これに対して、
ある要素が別の要素に「直接に接続」されている、または「直接に結合」されていると記
載される場合、介在する要素は全く存在しない。要素間の関係を記述するのに使用される
他の語も同様に解釈されなければならない（例えば、「の間で」対「の間で直接に」、「
隣接する」対「直に隣接する」など）。
【００２９】
　本明細書で使用される用語は、専ら、特定の実施形態を説明するためであり、例示的な
実施形態を限定することは意図していない。本明細書で使用される「ある」および「その
」という単数形は、そうでないことが文脈によって明確に示されない限り、複数形も含む
ことを意図している。「備える」、「備えた」、「含む」、および／または「含んだ」と
いう用語は、本明細書で使用される場合、記載される特徴、整数、ステップ、動作、要素
、および／または構成要素の存在を指定するが、他の１つまたは複数の特徴、整数、ステ
ップ、動作、要素、構成要素、および／またはそれらのグループの存在もしくは追加を排
除しないことをさらに理解されたい。
【００３０】
　また、一部の代替の実装形態において、記載される機能／動作は、図に記載される順序
を外れて生じてもよいことに留意されたい。例えば、連続して示される２つの図が、関与
する機能／動作に依存して、実際には、同時並行に実行されてもよく、または、ときとし
て、逆の順序で実行されてもよい。
【００３１】
　特に定義されない限り、本明細書で使用されるすべての用語（技術用語および科学用語
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を含む）は、例示的な実施形態が属する技術分野の業者によって一般的に理解されるのと
同一の意味を有する。用語、例えば、一般に使用される辞書の中で定義される用語は、関
連する技術分野の文脈におけるそれらの用語の意味と合致する意味を有するものと解釈さ
れるべきであり、本明細書でそのように明確に定義されない限り、理想化された意味、ま
たは過度に形式的な意味では解釈されないことがさらに理解されよう。
【００３２】
　例示的な実施形態のいくつかの部分、および対応する詳細な説明は、ソフトウェア、ま
たはコンピュータメモリ内のデータビットに対する操作のアルゴリズムおよび記号表現に
関連して提示される。これらの説明および表現は、当業者が、他の同業者に自らの作業の
内容を効果的に伝える説明および表現である。アルゴリズムは、本明細書におけるこの用
語の用法、およびこの用語の一般的な用法において、所望される結果につながる自己矛盾
のない一連のステップと考えられる。これらのステップは、物理的量の物理的操作を要求
するステップである。通常、必然的にではないものの、これらの量は、格納されること、
転送されること、組み合わされること、比較されること、およびそれ以外で操作されるこ
とが可能な光信号、電気信号、または磁気信号の形態をとる。ときとして、主に一般的な
用法の理由で、これらの信号をビット、値、要素、記号、文字、項、または数などと呼ぶ
ことが好都合であることが分っている。
【００３３】
　以下の説明において、特定のタスクを実行する、または特定の抽象データ型を実装する
ルーチン、プログラム、オブジェクト、構成要素、データ構造などを含むプログラムモジ
ュールまたは機能プロセスとして実装可能な、かつ既存のネットワーク要素における既存
のハードウェアを使用して実装可能な動作、および（例えば、流れ図の形態の）操作の記
号表現に関連して例示的な実施形態が説明される。そのような既存のハードウェアには、
１つまたは複数の中央処理装置（ＣＰＵ）、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＰＳ）、特
定用途向け集積回路、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、あるいはコ
ンピュータなどが含まれ得る。
【００３４】
　しかし、これらの用語、および類似する用語のすべては、適切な物理的量に関連付けら
れるべきであり、これらの量に付けられる便利なラベルにすぎないことに留意されたい。
特に明記しない限り、または説明から明白なとおり、「処理すること」または「算出する
こと」または「計算すること」または「決定すること」または「表示すること」などの用
語は、コンピュータシステムのレジスタ内、およびメモリ内の物理的な電子的量として表
されるデータを操作して、コンピュータシステムメモリもしくはコンピュータシステムレ
ジスタ、または他のそのような情報格納デバイス、情報伝送デバイス、もしくは情報表示
デバイスの内部の物理的量として同様に表される他のデータに変換するコンピュータシス
テム、または類似した電子コンピューティングデバイスの動作およびプロセスを指す。
【００３５】
　また、例示的な実施形態のソフトウェアによって実施される態様は、典型的には、何ら
かの形態のプログラム記憶媒体上に符号化される、または何らかのタイプの伝送媒体を介
して実施されることにも留意されたい。そのプログラム記憶媒体は、磁気型（例えば、フ
ロッピー（登録商標）ディスクもしくはハードドライブ）であっても、光学型（例えば、
コンパクトディスク読取り専用メモリ、すなわち、「ＣＤ－ＲＯＭ」）であってもよく、
さらに読取り専用型であっても、ランダムアクセス型であってもよい。同様に、その伝送
媒体は、より対線、同軸ケーブル、光ファイバ、または当技術分野で知られている他の何
らかの適切な伝送媒体であることが可能である。例示的な実施形態は、いずれの所与の実
装形態のこれらの態様によっても限定されない。
【００３６】
　図１は、例示的な実施形態による意味システムを示すブロック図である。図１を参照す
ると、意味システムが、クライアント１００と、サーバ１０５と、ウェブ１１０とを含む
ことが可能である。
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【００３７】
　サーバ１０５は、例えば、ワールドワイドウェブなどの分散型ハイパーメディアシステ
ムのためのソフトウェアアーキテクチャのスタイルである、ＲＥＳＴ（ｒｅｐｒｅｓｅｎ
ｔａｔｉｏｎａｌ　ｓｔａｔｅ　ｔｒａｎｓｆｅｒ）サービス（例えば、ＲＥＳＴｆｕｌ
サービス）に準拠するバックエンドＰＨＰサーバであり得る。サーバ１０５は、データベ
ース１３０と、意味ヒートマップモジュール１３５とを含み得る。
【００３８】
　データベース１３０は、コンテンツおよびコンテンツ情報を格納することが可能である
。コンテンツには、例えば、電子書籍、電子法的文書、ビデオ、文書リスト、ピクチャ、
オーディオクリップ、および／または任意のタイプの電子的に配布可能なデータが含まれ
得る。コンテンツ情報は、コンテンツと関係する情報であることが可能であり、コンテン
ツのユーザによって生成され得る。ユーザによって生成されたコンテンツには、例えば、
注釈、およびタグなどが含まれ得る。
【００３９】
　意味ヒートマップモジュール１３５が、インターフェース１７５（例えば、ネットワー
クインターフェース）を介してクライアント１００からコンテンツの要求および少なくと
も１つのターゲット特性を受け取ることが可能であり、さらに要求されたコンテンツに関
してヒートマップを計算することが可能である（後段で説明される）。ターゲット特性は
、例えば、要求されたコンテンツに関するユーザ目標であることが可能である。ターゲッ
ト特性は、概念、または概念に関連することが可能な特性であることが可能である。
【００４０】
　一例として、ターゲット特性は、存在の特定がコンテンツ分析を要求する、「隠喩」、
「皮肉」、「比喩」、または他の何らかの文学技法であることが可能である。別の例とし
て、ターゲット特性は、品質または記述、例えば、感情であることが可能である。ターゲ
ット特性は、１つまたは複数の語によって、さらに／または任意のタイプのコンテンツに
よって全体的に表され得る。例えば、ターゲット特性は、ピクチャであることが可能であ
る。
【００４１】
　ヒートマップモジュールは、例えば、ターゲット＋コンテキストモジュール１４０と、
コンテンツ情報モジュール１４５とを含み得る。ターゲット＋コンテキストモジュール１
４０は、クライアント１００から少なくとも１つのターゲット特性を受け取り、そのター
ゲット特性を意味的に処理することが可能である。
【００４２】
　意味処理は、概念を情報に関連付けることを含む。例えば、意味処理は、グラフを走査
すること（例えば、グラフにおけるキーワードベースの検索）、ならびに距離および類似
性を計算することによって、１つまたは複数の意味処理アルゴリズムを使用して、情報の
意味に最も関係のある概念を識別することが可能である。これらの概念は、１つまたは複
数の意味クラウドとして編成され得る。意味クラウドは、より高次の概念が優先されるよ
うに関連性に応じて並べ替えられた、意味的に処理されたアイテムの意味に関係のある概
念のリストであり得る。
【００４３】
　意味処理アルゴリズムは、当業者にはよく知られている。よく知られている意味処理の
一例には、ＰＯＳタグ付け（品詞タグ付け）およびＮＥＲ（固有表現抽出）の使用が含ま
れる。ＰＯＳタグ付けは、名詞、代名詞、動詞、および形容詞のような構文カテゴリをテ
キストにおける各構成要素（例えば、語）に割り当てることが可能である。固有表現抽出
は、テキストの部分を探し出して、個人、組織、場所の名前、時間、量、金銭的価値の表
現、および／または百分率などの事前定義されたカテゴリに分類することが可能である。
【００４４】
　ＰＯＳタグ付けおよび固有表現抽出が、ターゲット特性に適用され得る。したがって、
言語依存のターゲット特性にＰＯＳタグ付けが行われることが可能であり、言語依存の固
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有表現（例えば、固有表現クラウド）が、タグ付けされた構成要素から抽出され得る。各
固有表現に関して、ターゲット＋コンテキストモジュール１４０が、公共ウェブサービス
、例えば、意味オントロジデータベース１５０および／または辞書データベース１５５に
問い合わせて、各固有表現と関係する（したがって、ターゲット特性と関係する）情報を
得ることが可能である。例えば、ターゲット＋コンテキストモジュール１４０が、意味オ
ントロジデータベース１５０を使用して検索を実行して、ターゲット特性から導き出され
た各固有表現に関する言語依存の概念のリスト（例えば、概念クラウド）を取り出すこと
が可能である。各概念に関して、ターゲット＋コンテキストモジュール１４０は、意味オ
ントロジデータベース１５０から概念の記述（アブストラクトと呼ばれる）を取り出すこ
とが可能である。ＰＯＳタグ付けおよび固有表現抽出が、各概念に関するアブストラクト
に対して実行され得る。その結果、ターゲット特性と概念の両方が、固有表現クラウドに
関連付けられることが可能である。
【００４５】
　ターゲット特性および各概念は、そのターゲット特性および概念の頻度で重み付けされ
た、そのターゲット特性および概念に関連する固有表現のベクトル（リスト）によって表
現され得る。ターゲット特性のベクトルが、各概念のベクトルと比較されて、いずれの概
念がターゲット特性により近いかが判定され得る。その近さは、概念からテキストまでの
距離とも呼ばれる、それらの概念のそれぞれとターゲット特性との間の類似性の尺度によ
って表される。この距離は、概して、ベクトル間のコサイン尺度として計算される。詳細
には、ベクトル間のコサインが、固有表現を方向として使用し、さらに各クラウドにおけ
る各固有表現の出現の回数を、その方向に沿ったそのクラウドの座標として使用すること
によって決定される。表現のリストの間の類似性の計算も当技術分野において知られてい
る。
【００４６】
　これらの距離が、ターゲット特性に対する各概念の関連度を決定し、さらにターゲット
特性に関連する意味クラウドを生成するのに使用され得る。したがって、自然言語が、意
味処理アルゴリズムによって意味概念に変えられることが可能である。
【００４７】
　意味処理の特定の例として、ターゲット＋コンテキストモジュール１４０が、「皮肉」
のターゲット特性を受け取ることが可能である。ターゲット＋コンテキストモジュール１
４０は、ウェブ１１０の意味オントロジデータベース１５０および／または辞書データベ
ース１５５から皮肉と関係する情報を獲得することが可能である。この情報が、意味処理
アルゴリズムを使用して処理されて、皮肉と関係する概念のセットが識別され得る。最も
関係のある概念が、皮肉に関連する１つまたは複数の意味クラウドとして編成され得る。
ターゲット特性の情報に複数の意味が関連している可能性がある場合、ターゲット＋コン
テキストモジュール１４０は、そのターゲット特性の最も尤度の高い意味を決定するため
にコンテンツをコンテキストとして使用することが可能である。
【００４８】
　コンテンツ情報モジュール１４５が、データベース１３０からコンテンツ情報を受け取
り、コンテンツ情報が意味的に処理されるようにすることが可能である。例えば、ヒート
マップモジュールが、データベース１３０からコンテンツ情報を獲得し、さらに／または
辞書データベース１５５からコンテンツ情報と関係する情報を獲得することが可能である
。コンテンツ情報モジュール１４０は、そのコンテンツ情報、および／または辞書データ
ベース１３０から獲得されたその情報を意味処理アプリケーションサーバ１６０に送信す
ることが可能である。意味処理アプリケーションサーバ１６０は、情報を意味的に処理す
るサーバであることが可能である。コンテンツ情報モジュール１４５は、意味処理アプリ
ケーションサーバ１６０からコンテンツ情報に関連する意味クラウドを受信することが可
能である。
【００４９】
　例として、コンテンツ情報モジュール１４５が、データベース１３０から電子文書の少
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なくとも１つの段落（例えば、区間）と関係する少なくとも１つの注釈を受け取ることが
可能である。コンテンツ情報モジュール１４５が、例えば、意味処理アプリケーションサ
ーバ１６０および／または辞書データベース１５５に問い合わせることが可能である。意
味処理アプリケーションサーバ１６０が、辞書データベース１５５によって供給された注
釈および／または情報を少なくとも１つの概念に関連付けることが可能である。例えば、
意味処理アプリケーションサーバ１６０が、辞書データベース１５５からの注釈および情
報に基づいて、電子文書の各段落に関して少なくとも１つの意味クラウドを生成すること
が可能である。この意味クラウドが、コンテンツ情報モジュール１４５に送信され得る。
【００５０】
　意味ヒートマップモジュール１３５が、コンテンツ情報とターゲット特性との間の類似
性の１つまたは複数の尺度を計算することが可能である。例えば、意味ヒートマップモジ
ュール１３５は、コンテンツ情報の１つまたは複数の概念クラウドとターゲット特性の１
つまたは複数の概念クラウドとの間の類似性の１つまたは複数の尺度を、意味処理アルゴ
リズムに関連して前述したのと多少、似通った様態で計算することが可能である。類似性
のこの１つまたは複数の尺度が、ヒートマップモジュール１３５によって区間ごとのコン
テンツにマップされて、区間温度が生成され得る。これらの区間温度が、ヒートマップと
してまとめられることが可能である。
【００５１】
　ターゲット特性がユーザによって全く入力されない事例において、各温度は、固定の値
、例えば、「１」に設定されること、または他のパラメータ、例えば、コンテンツ情報の
作成日と関係させられる（例えば、より新しい注釈は、「より熱い」区間をもたらす）こ
とが可能である。サーバ１０５が、インターフェース１７５（例えば、ネットワークイン
ターフェース）を介してクライアント１００にコンテンツおよびヒートマップを送信する
ことが可能である。
【００５２】
　少なくとも１つの例示的な実施形態によれば、サーバが、インターフェースと、コンテ
ンツアイテムの複数の区間に関連付けられた情報を受け取り、第１の概念をその情報に関
連付けることによって第１の概念クラウドを生成し、区間ごとに第１の概念クラウドをグ
ループ化し、少なくとも１つのターゲットコンテンツ特性を受け取り、少なくとも１つの
第２の概念を少なくとも１つのターゲットコンテンツ特性に関連付けることによって少な
くとも１つの第２の概念クラウドを生成し、さらにそれらの区間のそれぞれに、それらの
区間のそれぞれに関連付けられたグループ化された第１の概念クラウドと少なくとも１つ
の第２の概念クラウドとの間の類似性を決定することによって、区間温度を割り当てるよ
うに構成された意味ヒートマップモジュールとを含むことが可能である。
【００５３】
　クライアント１００は、電子デバイスであることが可能である。例えば、クライアント
１００は、テレビ、オーディオデバイス、セルラー電話機、スマートフォン、デジタルカ
メラ、ビデオカメラ、パーソナルナビゲーションデバイス、コンピュータ、携帯情報端末
、電子リーディング装置、タブレットコンピュータ、および／または以上に類するもので
あることが可能である。クライアント１００は、例えば、フロントエンドクライアントと
してＨＴＭＬおよびＪａｖａｓｃｒｉｐｔを使用することが可能である。クライアント１
００は、リーディングモジュール１１５、ブレーキモジュール１２０、少なくとも１つの
入出力（Ｉ／Ｏ）デバイス１２５、および／またはインターフェース１７０を含み得る。
【００５４】
　リーディングモジュール１１５は、ディスプレイと、このディスプレイを駆動するアプ
リケーションソフトウェアおよび／またはハードウェアとを含み得る。リーディングモジ
ュール１１５は、ユーザにコンテンツを表示すること、およびそのコンテンツの表示特性
を制御することが可能である。表示特性には、例えば、スクロール特性が含まれ得る。ス
クロール特性は、例えば、スクロールのタイプ（例えば、フリックアンドブレーキ）、ス
クロールの速度、および／またはスクロールのスクロール変化速度（加速／減速）などで
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あることが可能である。
【００５５】
　ブレーキモジュール１２０は、少なくとも１つの表示特性に関する値をリーディングモ
ジュール１１５に供給することが可能である。これらの値は、表示されている文書のヒー
トマップからブレーキモジュール１２０によって決定され得る。リーディングモジュール
１１５は、ブレーキモジュール１２０によって供給される表示特性の値に基づいて、電子
文書の表示を制御することが可能である。
【００５６】
　少なくとも１つの入出力デバイス１２５は、物理的デバイスおよび／またはシミュレー
トされるデバイスであることが可能である。例えば、入出力デバイス１２５は、タッチス
クリーンを使用してアクセスされる仮想キーボードであり得る。クライアント１００は、
入出力デバイス１２５を介してユーザからコンテンツを求める要求を受け取ることが可能
である。例示的な実施形態によれば、コンテンツを求める要求を受け取ると、クライアン
ト１００は、入出力デバイス１２５を介してターゲット特性を入力するようユーザを促す
ことが可能である。
【００５７】
　クライアント１００が、インターフェース１７０を介してサーバ１０５と通信すること
が可能である。ユーザからターゲット特性を受け取ると、クライアント１００は、そのタ
ーゲット特性、およびコンテンツを求める要求をサーバ１０５に送信することが可能であ
る。クライアント１００は、インターフェース１７０を介してサーバ１０５から、要求さ
れたコンテンツ、およびコンテンツのヒートマップを受信することが可能である。インタ
ーフェース１７０は、例えば、ネットワークインターフェースであることが可能である。
【００５８】
　図１に示される例示的な実施形態は、詳細を伴って説明されるものの、様々な構成要素
およびモジュールの機能は、単一のデバイスに集約されてもよく、さらなるデバイスの間
で分離されてもよく、かつ／または異なるように実行されてもよいといったようなことが
当業者には理解されよう。例えば、コンテンツ情報モジュールが、意味処理アプリケーシ
ョンサーバ１６０の使用なしに、意味オントロジデータベース１５０にアクセスして、概
念クラウドを生成してもよい。同様に、ターゲット＋コンテキストモジュール１４０が、
概念クラウドを生成するのではなく、意味処理アプリケーションサーバ１６０を利用して
もよい。別の例として、クライアント１００が、サーバ１０５の各機能を実行してもよく
、サーバ１０５が、使用されなくてもよい。
【００５９】
　少なくとも１つの例示的な実施形態によれば、ディスプレイデバイスが、リーディング
モジュールと、コンテンツアイテムに基づく複数の第１の概念とターゲット特性に基づく
少なくとも１つの第２の概念との間の重み付けされた相関のヒートマップに基づいて、デ
ィスプレイデバイスの少なくとも１つのスクロール特性を変えるように構成されたブレー
キモジュールと、入出力デバイスとを含む。
【００６０】
　図２は、例示的な実施形態によるヒートマップを生成する方法を示す流れ図である。図
２を参照すると、１つまたは複数のコンテンツ区間と関係するコンテンツ情報（Ｓ２００
）、およびコンテンツの１つまたは複数のターゲット特性（Ｓ２１０）が、受け取られる
ことが可能である。そのコンテンツ情報が意味的に処理されて、１つまたは複数の区間意
味クラウドが生成されることが可能であり（Ｓ２０５）、さらにターゲット特性が処理さ
れて、１つまたは複数のターゲット特性意味クラウドが生成され得る（Ｓ２１５）。それ
らのターゲット意味クラウドが区間意味クラウドと相関させられて、区間相関重み（例え
ば、温度）が決定され得る（Ｓ２２０）。コンテンツヒートマップが、それらの区間温度
を使用して生成され得る（Ｓ２２５）。
【００６１】
　限定的でない一例として、サーバ（例えば、サーバ１０５）が、電子書籍を求める要求



(14) JP 5859673 B2 2016.2.10

10

20

30

40

50

、その電子書籍に関連する「皮肉」というターゲット特性およびユーザによって生成され
た注釈を受信することが可能である。「皮肉」という語が処理されて、皮肉と関係する１
つまたは複数の概念を含む１つまたは複数の概念クラウドが生成され得る。それらの注釈
が、それらの注釈と関係する１つまたは複数の概念を含む１つまたは複数の概念クラウド
を関連付けるように処理され得る。サーバ１０５は、例えば、電子書籍の各段落に関して
、「皮肉」に関して生成された関連する概念クラウドと注釈に関して生成された概念クラ
ウドを比較して、それぞれの概念クラウドの間の少なくとも１つの相関重みを決定するこ
とが可能である。段落の相関重みはそれぞれ、対応する段落の「温度」であることが可能
である。サーバ１０５は、段落温度を使用してヒートマップをまとめることが可能である
。
【００６２】
　図３Ａ－図３Ｄは、例示的な実施形態によるヒートマップを使用する方法を示す流れ図
である。４つの方法が、異なるタイプの電子媒体に関連して図３Ａ－図３Ｄに表されてい
るものの、これらの方法は、例示的な実施形態が様々なタイプの電子媒体に広く応用可能
であることを示すように与えられる。しかし、例示的な実施形態は、本明細書で使用され
る特定の方法および／または電子媒体に限定されない。
【００６３】
　図３Ａを参照すると、ヒートマップが、クライアント１００によって受信され、さらに
／またはサーバ１０５によって生成され得る（Ｓ３０５）。このヒートマップは、電子文
書の各段落に関する温度、および／またはピクチャの区間に関する温度を含み得る。この
ヒートマップが、例えば、電子デバイス上に表示されている各段落および／または各ピク
チャのスクロール速度および／またはスクロール変化速度（例えば、加速／減速）を決定
するのに使用され得る（Ｓ３１０）。例えば、この電子デバイスにはクライアント１００
が含まれ得る。
【００６４】
　少なくとも１つの例示的な実施形態によれば、ヒートマップは、単一の電子文書のテキ
ストとグラフィックスの両方に関する温度と区間との間のマッピングを含み得る。例えば
、「皮肉」のリーディング目標、および皮肉な状況を表すテキストとピクチャの両方を含
む区間と関係する注釈が、意味的に処理され得る。テキストおよびピクチャに対応する区
間は、注釈が皮肉と関係する解説を含む場合、「熱い」ことが可能である。ユーザが電子
文書をスクロールするにつれ、そのピクチャおよびテキストを含む区間が表示されると、
スクロールの速度が、その区間の温度、および現在、表示されている区間の直前に表示さ
れていた区間の温度に基づいて増加される、低減される、または維持され得る。
【００６５】
　図３Ｂを参照すると、ヒートマップが、クライアント１００によって受信され、さらに
／またはサーバ１０５によって生成され得る（Ｓ３１５）。このヒートマップは、ビデオ
の各ビデオセグメントに関する温度を含み得る。このヒートマップが、クライアント１０
０を含むディスプレイデバイスによって、ビデオの各ビデオセグメントの再生速度および
／または再生変化速度を決定するのに使用され得る（Ｓ３２０）。
【００６６】
　少なくとも１つの例示的な実施形態によれば、ヒートマップは、ビデオのヒートマップ
であることが可能である。ビデオセグメントと関係する視聴目標および電子タグが、意味
的に処理され得る。例えば、ビデオセグメントは、視聴目標が「皮肉」であり、ビデオセ
グメントと関係するタグが皮肉と関係する概念に関連付けられている場合に、「熱い」こ
とが可能である。早送りモードにおけるディスプレイデバイスは、ビデオを早送りするこ
とが可能である。あるビデオセグメントに到達すると、早送り速度は、そのビデオセグメ
ントの温度、および現在のビデオセグメントの直前に表示されていたビデオセグメントの
温度に基づいて、増加される、低減される、または維持され得る。例えば、そのビデオセ
グメントが、ビデオの最も熱い区間に対応する場合、その最も熱いビデオセグメントが表
示されると、早送り速度が、低減されることが可能であり、さらに／またはビデオ再生が
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、通常の視聴再生速度に変えられることが可能である。
【００６７】
　図３Ｃを参照すると、ヒートマップが、クライアント１００によって受信され、さらに
／またはサーバ１０５によって生成され得る（Ｓ３２５）。このヒートマップは、文書リ
ストの中の各文書に関する温度を含み得る。このヒートマップが、クライアント１００に
よって、文書リストのスクロール速度および／またはスクロール変化速度を決定するのに
使用され得る（Ｓ３３０）。
【００６８】
　少なくとも１つの例示的な実施形態によれば、ヒートマップは、データベースの中に保
存された文書のリスト（例えば、インデックス）に関する温度を含み得る。例えば、「皮
肉」というターゲット特性、およびそれらの文書の各文書においてメモ機能を使用して行
われたメモが、意味的に処理され得る。文書は、その文書に対応するメモが、皮肉と関係
する概念に関連付けられている場合、「熱い」ことが可能である。ユーザが文書のリスト
をスクロールするにつれ、熱い文書の名称が、例えば、ディスプレイの１つの水平の分割
区域内で表示されると、スクロールの速度が、その熱い文書の温度、および現在の文書の
直前に表示されていた文書の温度に基づいて、増加される、減速される、または維持され
得る。例えば、現在、表示されている文書名が、文書リストの中の最も熱い文書に対応す
る場合、スクロール速度が、低減されることが可能であり、さらに／またはスクロールが
、短い間、一時停止され得る。
【００６９】
　図３Ｄを参照すると、ヒートマップが、クライアント１００によって受信され、さらに
／またはサーバ１０５によって生成され得る（Ｓ３３５）。このヒートマップは、ウェブ
サイトリストの中でリストアップされる各ウェブサイトに関する温度を含み得る。このヒ
ートマップが、クライアント１００によって、ウェブサイトリストのスクロール速度およ
び／またはスクロール変化速度を決定するのに使用され得る（Ｓ３４０）。
【００７０】
　少なくとも１つの例示的な実施形態によれば、ヒートマップが、ゴルフ関連のウェブペ
ージ上でリストアップされるインターネットウェブサイトに関する温度を含み得る。ウェ
ブ１１０上で利用可能なそれらのウェブサイトの評価、および「ゴルフの隠喩」というタ
ーゲット特性が、意味的に処理され得る。インターネットウェブサイトは、評価が、ゴル
フの隠喩と関係する概念に関連付けられている場合に、「熱い」ことが可能である。ユー
ザが、ウェブサイトのリストをスクロールするにつれ、ウェブサイトリストが、例えば、
ディスプレイの１つの水平の分割区域内で表示されると、スクロールの速度が、そのウェ
ブサイトリストの温度、および現在のウェブサイトリストの直前に表示されていたウェブ
サイトリストの温度に基づいて、増加される、低減される、または維持され得る。例えば
、現在、表示されているインターネットウェブサイトリストが、ウェブサイトリストの中
でリストアップされる最も熱いウェブサイトリストに対応する場合、スクロール速度が、
低減され得、かつ／またはスクロールが、短い間、一時停止され得る。
【００７１】
　図３Ａ－３Ｄに関連して説明される例示的な実施形態は、スクロール速度を増加させる
こと、低減すること、または維持することを含むものの、多くの変形形態が本発明の概念
の範囲内にあることが当業者には理解されよう。例えば、温度に２つの値のうちのいずれ
かが割り当てられて、スクロールが、事実上、「熱い」コンテンツの間を飛ぶことである
ようにされてもよい。別の例として、スクロール特性は、ブレーキ率であることが可能で
ある。また、拡大、明るさ、コントラスト、および回転などの他の表示特性が、例示的な
実施形態によってさらに企図される。さらに、表示特性決定の様々な組合せが、例示的な
実施形態によって企図される。
【００７２】
　図４は、例示的な実施形態による電子書籍ヒートマップを生成する方法を示す流れ図で
ある。図４を参照すると、サーバ１０５が、クライアント１００からリーディング目標、
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および電子出版（ｅ－Ｐｕｂ）電子書籍を求める要求を受信することが可能である（Ｓ４
０５）。電子書籍に対応する１つまたは複数の注釈が、データベース１３０から取り出さ
れ得る（Ｓ４１０）。それらの注釈が、意味ヒートマップモジュール１３５によって意味
的に処理されて、１つまたは複数の注釈クラウドが生成され得る（Ｓ４１５）。
【００７３】
　サーバ１０５が、そのリーディング目標を意味処理アプリケーションサーバ１６０に送
信することが可能である（Ｓ４３０）。これに応答して、１つまたは複数のリーディング
目標クラウドが、サーバ１０５によって意味処理アプリケーションサーバ１６０から受信
され得る（Ｓ４３５）。サーバ１０５が、そのリーディング目標クラウドと注釈クラウド
との間の類似性の尺度を決定して、注釈温度を決定することが可能である（Ｓ４２０）。
【００７４】
　それらの注釈温度が、段落ごとにグループ化され得る。サーバ１０５が、それらのグル
ープ化された注釈温度から段落温度を決定することが可能である。例えば、段落温度は、
その段落に関連付けられた注釈の温度の合計であってもよい。章ヒートマップが、電子書
籍の章に関して、その章の段落温度をまとめること（例えば、その章の段落温度と段落と
の間のマッピングを生成すること）によって生成され得る（Ｓ４２５）。その章ヒートマ
ップ、および電子書籍の対応する章が、クライアント１００に送信され得る（Ｓ４４０）
。少なくとも１つの実施形態によれば、ヒートマップが、電子書籍の章のそれぞれに関し
て生成されることが可能であり、サーバ１０５が、電子書籍ヒートマップおよび電子書籍
全体をクライアント１００に送信することが可能である。
【００７５】
　図４に示される例示的な実施形態は、詳細を伴って説明されるものの、説明される方法
は、一例であり、様々な様態で変形され得ることが当業者には理解されよう。例えば、注
釈は、Ｓ４３０で意味処理アプリケーションサーバ１６０に送信されてもよく、リーディ
ング目標は、Ｓ４１５でヒートマップモジュール１３５において意味的に処理されてもよ
い。例示的な実施形態によれば、注釈とリーディング目標の両方が、ヒートマップモジュ
ール１３５だけによって処理されてもよく、または意味処理アプリケーションサーバだけ
によって処理されてもよい。少なくとも１つの例示的な実施形態によれば、すべての処理
が、クライアント１００によって実行されてもよい。
【００７６】
　図５は、例示的な実施形態によるスクロール方法を示す流れ図である。図５を参照する
と、クライアント１００が、ユーザからｅ－Ｐｕｂ電子書籍を求める要求を受け取ること
が可能である（Ｓ５０５）。クライアント１００が、ヒートマップフィーチャが「オン」
であると判定する。クライアント１００が、リーディング目標を入力するようユーザを促
すことが可能である（Ｓ５１０）。ユーザからリーディング目標を受け取ると、リーディ
ング目標、および電子書籍を求める要求が、サーバ１０５に送信され得る（Ｓ５１５）。
これに応答して、要求された電子書籍、およびその電子書籍のヒートマップが、クライア
ント１００によってサーバ１０５から受信され得る（Ｓ５２０）。
【００７７】
　クライアント１００が、例えば、章ごとに、電子書籍をユーザに表示することが可能で
ある。クライアント１００が、章の段落がいつ表示されているかを特定することが可能で
ある（Ｓ５２５）。ディスプレイのスクロールブレーキ率が、現在、表示されている段落
、およびヒートマップに基づいて決定され得る（Ｓ５３０）。少なくとも１つの例示的な
実施形態によれば、このスクロールブレーキ率は、段落の表示に先立って決定され得る。
現在の値に基づいて、ディスプレイのスクロールブレーキ率が、増加されること、低減さ
れること、または維持され得る（Ｓ５３５）。
【００７８】
　段落が初めて表示されている場合、ブレーキ率は、デフォルトの値を基準として変更さ
れる、または維持され得る。現在の段落が前の段落の後に続く場合、ブレーキ率は、前の
段落に対する現在の段落の相対的温度に基づいて、変更される、または維持され得る。例
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えば、段落の温度が高いほど、ブレーキ率は大きいことが可能である。例示的なブレーキ
をかける式は、ａ＋ｂ＊（ｓｕｍ（現在、表示されている各段落に関する温度））である
ことが可能であり、ただし、ａおよびｂは、ユーザ実験によって、温度の可能な値を基準
として設定されるべきパラメータである。
【００７９】
　例えば、ユーザが、親指のフリックでクライアント１００のフリックアンドブレーキモ
ードでディスプレイ上のスクロールを開始することが可能である。このスクロールは、こ
のスクロールが徐々に停止するようにブレーキがかけられることが可能である。このブレ
ーキがかかることは、「熱い」段落が表示されている場合、より大きいことが可能であり
、「冷たい」段落が表示されている場合、よりゆっくりであることが可能である。少なく
とも１つの例示的な実施形態によれば、親指ジェスチャは、熱い区間に関して、より劣る
効率であり、加速がよりゆっくりとなる。
【００８０】
　図４および図５に示される例示的な実施形態は、詳細を伴って説明されるものの、説明
される方法は、一例であり、様々な様態で変形され得ることが当業者には理解されよう。
例えば、少なくとも１つの例示的な実施形態によれば、すべての処理は、クライアント１
００において行われてもよい。
【００８１】
　少なくとも１つの例示的な実施形態によれば、スクロール方法が、第１の電子デバイス
において、コンテンツアイテムの複数の区間のうちの第１の区間に関連付けられた第１の
情報を受け取ること、第１の情報と関係する少なくとも１つの第１の概念を決定すること
、少なくとも１つのターゲットコンテンツ特性を受け取ること、少なくとも１つのターゲ
ットコンテンツ特性と関係する少なくとも１つの第２の概念を決定すること、第１の概念
および第２の概念に基づいて第１の区間の第１の温度を決定することであって、第１の温
度が、第１の概念と第２の概念との間の類似性の尺度を表す、決定すること、および第１
の温度に基づいて、ディスプレイデバイスの少なくとも１つのスクロール特性を決定する
ことを含む。
【００８２】
　例示的な実施形態が詳細に図示され、説明されてきたが、特許請求の範囲の趣旨および
範囲を逸脱することなく、形態および詳細の変形が、それらの実施形態において行われ得
ることが当業者には理解されよう。
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